
令和３年３⽉１９⽇ 

 

緊急事態宣⾔解除後における本市⾏政運営⽅針について（案） 

 

川崎市新型コロナウイルス感染症対策本部⻑ 

 

令和３年１⽉８⽇（⾦）に政府により発令された緊急事態宣⾔は、令和３年３⽉２１⽇（⽇）をも

って解除されます。 

 本市では、緊急事態宣⾔下の中、市⺠の協⼒のもと、感染防⽌対策を徹底することで、市内におけ

るまん延防⽌に努めてまいりました。しかしながら、未だ終息には至っていないことから、緊急事態

宣⾔解除後においても気を緩めず、引き続き感染拡大防⽌対策を徹底し、感染者数のリバウンドや医

療のひっ迫防⽌に努め、社会経済活動の維持との両⽴を図っていく必要があります。 

こうしたことから、緊急事態宣⾔解除後、以下の⽅針に基づき⾏政運営を⾏ってまいります。 

 

１ 本市が主催するイベント等については、国、関係機関が定めるガイドライン等も踏まえながら

実施の判断をする。なお、指定管理者が実施するイベント等についても同様の取扱いを原則と

する。 

２ 本市が管理する市⺠利⽤施設（スポーツセンター、市⺠館、図書館、⽂化施設、こども⽂化セ

ンター、⽼⼈いこいの家、屋外スポーツ施設等）については、引き続き不要不急の外出を控え

ることを前提に、感染者数のリバウンドによる医療機関等のひっ迫を防ぐための段階的緩和措

置として、３⽉３１⽇（⽔）まで利⽤時間を最大２１時までとする。ただし既予約分について

は、利⽤者との調整が困難な場合はこの限りではない。具体的な利⽤時間については各施設の

特性に応じて決定する。 

なお、施設の利⽤形態については、各施設の判断により、必要に応じて、⼀時閉鎖⼜は⼀部利

⽤休⽌することができる。 

利⽤予約について、新型コロナウイルス感染症を理由としたキャンセル料は、引き続き徴収せ

ず、事前に納付されている使⽤料（利⽤料⾦）は全額返還する。 

 

３ 保健衛⽣・医療対策等の業務に関する職員の応援体制について、応援を必要とする職場や応援

⼈員を出す職場の業務状況等を勘案しながら、適切に対応する。 

  また、今後の感染者数や医療体制の状況によっては、更なる応援体制の強化も想定され得るこ

とから、庁内においては、引き続き、縮小・休⽌できる業務の検討を進めておく。 

 

４ 業務の実施に当たっては、３つの密（密閉、密集、密接）を徹底的に避け、「⼈と⼈との間隔の

確保」や「マスクの着⽤」、「手洗い」や「換気」などの基本的な感染対策を継続する。 

案 



 

（その他） 

 新型コロナウイルス感染症対策本部会議及びプロジェクトチームについては、緊急事態宣⾔解除後

についても体制を維持し、必要に応じて招集することとする。  

なお、緊急事態宣⾔解除後も令和３年２⽉１６⽇付け新型コロナウイルスワクチン接種における本

市⾏政運営⽅針は継続する。 

 


